
 

神奈川県立横浜緑園高等学校長 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月17日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月５日実施） 成果と課題 改善方策 

１ 
教育課程 
学習指導 

○1 ICT を活用した組
織的授業改善に取
り組み、変化の激
しい社会に適応で
きるよう、生徒の
資質・能力を高め
る。  

 
 
 
 
 
○2大学進学等の多様
な進路希望を実現
させる学習指導を
充実させる。 

○1 ICTを活用して、主体
的に学習に取り組む
態度の育成を目指し
た授業改善を推進す
る。 

  
 
 
 
 
 
 
○2個に応じた進路希望
実現に向けて、計画
的かつ組織的に学習
指導及び学習支援を
行う。 

○1各教室の電子黒板を効
果的に活用して、主体
的に学習に取り組む態
度の育成をテーマに、
公開研究授業や研究協
議を行い、職員全体で
組織的に授業改善を行
う。 

 
 
 
 
○2すべての講座で単元の
指導と評価の計画を作
成し、年間を見通した
計画的な授業実践に取
り組む。 

 
○2進路希望の実現に向け
て、生徒のニーズに応
じた夏期講座や進路指
導等の内容の充実を図
る。 

 

○1 ICTを効果的に活用し
た主体的に学習に取
り組む態度の育成に
向けた授業改善を推
進できたか。（担当
者による評価、生徒
による授業評価） 

○1年間を通した組織的
な授業研究に対し
て、職員の意識が高
まったか。（職員ア
ンケート） 

○2単元の指導と評価の
計画をすべての教
科・科目で適切に作
成し実践することが
できたか。（担当者
による評価） 

○2多様化する生徒個々
の進路実現に向けた
取組を推進すること
ができたか。（担当
者による評価） 

①電子黒板によって教材の提
示や動画の活用をスムーズ
に行うことができ、生徒の
学習意識を向上させる授業
展開を全職員で模索するこ
とができた。 

 職員アンケートでは、自分
の考えになかった授業方法
を知ることができたという
前向きな意見があり、職員
の意識向上に寄与した。 

②単元の指導と評価の計画を
適切に作成することができ
た。それによって年間の見
通しをもって授業を実践す
ることができた。 

②入試制度も多様化してお
り、様々なニーズに対応し
た進路指導を充実させるべ
く、上級学校ガイダンス等
を積極的に実施した。今後
さらにスタディサプリや夢
ナビ講義動画等を活用し、
充実した進路活動が行われ
るようにしたい。 

①ＩＣＴの活用につい
ては、全職員が意識
できている。今後は
それに特化するので
はなく、手段の一つ
として授業で育成す
べき資質や能力を意
識した授業づくりに
取り組む。 

②次年度も同様、単元
の指導と評価の計画
を適切に作成し、年
間の授業づくりの道
筋を立て進める。 

②スタディサプリは１･
２年次生全員が利用
しているが、十分活
用できていると言い
難い。講義動画の視
聴等、生徒の利用率
がさらに上がるよう
工夫を凝らすことが
必要である。 

①ＩＣＴを活用して
興味関心を高めた
充実した授業展開
が実現できてい
る。今後はＡＩの
活用やデジタル教
材、ＩＣＴ教育の
成果の蓄積が課題
である。 
また、ＩＣＴ活用
は手段の一つとし
て、対話活動や校
外活動等リアルな
体験活動も積極的
に行ってほしい。 

○2 スタディサプリ
は、活用の仕方に
よっては学力の向
上が期待できる。
生徒の自主性に働
きかけ、有効活用
をして欲しい。 

①ＩＣＴの活用について、職
員の意識づけができてい
る。さらなる深化を目指し
て、生徒の一人一台端末や
電子黒板の効果的な活用だ
けでなくＡＩの活用につい
ても取り入れていきたい。 

 今後は、ただＩＣＴを授業
で取り入れればよいという
ことではなく、他の活動と
の組み合わせを考えなが
ら、資質能力の育成を目指
した授業づくりを職員で共
有していく。 

 
②スタディサプリや夢ナビ講
義動画は、プログラムが充
実しており、進路選択に活
用している生徒もいる一
方、その手前にとどまり、
主体的に活用できていると
ころまで至ってはいない生
徒もいる。 

①本校のＩＣＴ環境に合ったツ
ールを用いながら、その活用
方法を模索し続けていく。 

 夏季の校内授業研修会や公開
研究授業を通じて、職員全体
の意欲向上を目指し、現代社
会に適合したよりよい授業づ
くりについて職員の意思統一
を図る。 

 ＡＩの活用方法について、職
員間でも生徒間でも知識の差
がある分野だと考えられるの
で、研修等を通じて使い方や
指導時の注意点なども共有し
ていく。 

②スタディサプリを生徒に積極
的に活用させるため、教員研
修を充実させ、授業内外での
動画視聴を促す。夢ナビ講義
動画についても、生徒の学び
に対する興味関心を高めるた
めの方策をきめ細かく準備す
る。 

２ 
 
生徒指導・
支援 

○1組織的な教育相談
体制を構築し、生
徒一人ひとりに応
じた支援を行う。 

  
 
 
 
○2規範意識を高め、
校内だけでなく地
域社会においても
責任ある行動がと
れるようにする。  

 
 
 
○3学校行事、生徒会
活動、地域行事等
に対する生徒の主
体的な取組を促
し、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う 

○4部活動の活性化を
通じて、挑戦する
気持ちを高め、豊
かな人間性や社会
性の涵養につなげ
る。 

○1職員間の教育相談へ
の意識の高まり中で
定着した「積極的」
アプローチ体制を、
より効果的な教育相
談につなげる。 

 
 
○2校内や地域における
ルールやマナーを確
認し、生徒自身が自
己の在り方をしっか
り考え、自律した行
動ができるよう養成
する。 

 
○3学校行事、生徒会活
動、地域行事等で、
生徒が主体的に取組
み、協働する態度を
育成する。 

 
 
○4「横浜緑園高等学校
の部活動に係る活動
方針」に則った部活
動を活性化させて、
豊かな人間性を育成
する。 

○1個々の職員から、年次
間、さらには年次をま
たいだ、組織的な教育
相談を実施する。 

 
 
 
 
○2生徒・保護者・地域等
と連携し、生徒が自ら
規範意識を高めること
ができる取組を実施す
る。 

 
 
 
○3 学校行事、生徒会活
動、地域行事等で、生
徒が個人やグループで
参加し、主体的に取り
組める機会を増やす。 

 
 
○4各部活動の活動状況を
把握し、部活動の活性
化に取り組む。 

○1サポートドックを中
心とした積極的支援
を、年次及び職員全
体で取り組み、生徒
一人ひとりに応じた
支援ができたか。
（担当者による評
価） 

○2生徒自ら規範意識を
高め自律した行動が
できるようになった
か。（担当者による
評価、生徒対象アン
ケート） 

 
 
○3各行事への取り組み
をとおして、主体的
に取り組み、協働す
ることができたか。
（生徒対象アンケー
ト） 

 
○4部活動をとおして、
充実感や達成感を持
つことができたか。
（生徒対象アンケー
ト） 

①積極的支援を行った結果、
生徒だけでなく保護者との
連携を進めることができ
た。また、外部機関や各相
談窓口との連携を行い、支
援の選択肢が広がった。 

②規範意識の醸成を目指し、
全生徒対象で「制服の意
義」について考える取り組
みを行った。アンケート結
果を通して、生徒は制服の
着用が規範意識を高めるこ
とができることを理解して
いることが確認できた。 

③体育祭、文化祭で、多くの
部活動や委員会の生徒が運
営に協力すると共に、応援
団や後夜祭など多くの生徒
が有志として参加し、行事
を盛り上げた。実施後のア
ンケートでも共に高い満足
度となった。 

④本校の部活動方針に則り１
年間活動を行い、年度末に
実施予定のアンケートによ
り、部活動の満足度を調査
し報告する予定である。 

 

①相談内容の多様化や
外部機関との連携増
加に伴い、迅速な情
報共有が難しい場面
が生じている。ま
た、慢性的な職員数
不足により、限られ
た制約の中での支援
対応を求められる状
況も多々あり、校内
での体制の在り方が
課題となる。 

②生徒全体に規範意識
を持たせることを深
化させながら、校則
の見直しをバランス
よく行うために、生
徒会役員との意見交
換会を継続する。 

③体育館工事のため使
用できない状況の
中、各行事でより良
い運営方法を考えて
いく必要がある。 

④アンケートによる満
足度調査の結果に基
づき、満足度を上げ
る方策を考えていく
必要がある。 

○1 相談内容の多様
化・複雑化に伴
い、相談体制の在
り方については、
学校のみならず、
外部機関や各相談
窓口との連携等、
県全体で取り組む
必要がある。 

○2 規範意識の醸成を
目指す中で、制服
の意義や着方等の
校内ルールについ
て、生徒自身が考
え、意見を持たせ
るのはとても素晴
らしい取り組みで
ある。 

○3 文化祭での盗撮等
の問題については
警備員の配置だけ
でなく入場者の制
限等工夫が必要で
ある。 

○4 部活動の満足度を
上げて加入率をあ
げる方策を考える
必要がある。 

①職員間の教育相談への意識

の高まりは定着した。その

結果、効果的なプッシュ型

面談を行い支援につながる

ケースが確実に増えてい

る。教育相談をタイムリー

に進めていくことが大きな

課題である。 

②生徒会だけでなく全校生徒

が制服の意義を考える機会

を作り、それをもとに規範

意識を高めることができ

た。課題としては、職員間

で統一した指導ができるよ

うにしていくことである。 

③体育祭、文化祭で、多くの

生徒が運営に協力するな

ど、主体的に取り組んでい

た。アンケートでも共に高

い満足度となった。 

④アンケートの結果で、部活

動を継続している生徒につ

いては、高い満足度であっ

たが、引退前に途中退部し

ている生徒が多いことがわ

かった。 

①より効率的な運用体制・支援

体制を構築することが必要で

ある。そのためには、絶対的

に人員不足であるため、対応

できる職員を確実に増やすこ

とが急務である。 

 

 

②引き続き、保護者・地域・生

徒と連携して、生徒の規範意

識を高める取組を行うととも

に、全職員の意識統一を徹底

するための取組が必要であ

る。 

 

③文化祭での盗撮等の問題は、

来場者の性質によるところが

大きく、警備だけでは対応し

きれないため、次年度は事前

申込制にするなど、来場制限

を検討していく。 

④各部顧問にアンケート結果を

共有し、各部の活動計画・活

動内容を作成するときに役立

ててもらう。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月17日） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月５日実施） 成果と課題 改善方策 

３ 
進路指導・
支援 

○1生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できるような進路
指導を展開する。 

 

○1生徒一人ひとりが探
究的な学びを通じ
て、将来の在り方生
き方を模索し、進路
希望が実現できるよ
うな支援を行う。 

 

○1スタサプ等の教員研修
で教員個々の指導力を
向上させて、教員間で
の情報交換を活発に行
うことで、生徒・保護
者への情報提供を充実
させる。 

○1探究活動の計画を実践
することで、将来の在
り方生き方を考えさせ
る。 

 

○1教員対象の研修会や
日頃の情報共有がで
き、生徒の進路実現
に向けた取組を推進
することができた
か。（担当者による
評価） 

○1探究的な学びができ
たか。（生徒対象ア
ンケート） 

○1自身の在り方生き方を追求
する中で、他者の考えを知
り、自身の考えを広め深め
ていく機会をつくることが
できる生徒がいた。 

 
○1ＩＣＴを活用しながら、探
究活動に広がりがみられ、
進路選択でも学びの幅を拡
げることができた生徒が目
立った。 

 

○1自身の在り方生き方
について、さらに主
体的に追求しようと
する姿勢が生徒には
望まれる。 

 
○1すべての教科・科目
で、その日に学んだ
こととそれまでに学
んだことを関連付け
て理解しようとする
態度を身に付けさせ
たい。 

○1 進路については、
卒業後だけでな
く、その先の未来
を広く見据えて、
生徒自身が自分の
キャリア選択がで
きるような働きか
けが必要である。 
また、社会の一員
になるという使命
感を感じさせる工
夫が必要である。 

○1定期的に実施されるガイダ
ンス等では、自身のキャリ
ア形成について考える生徒
は多いが、希望した進路を
実現するための具体的な取
組が思うように進まない生
徒がまだまだ多い。 

○1次年度から生徒が自らの在り
方生き方を考えるための学問
適性・職業適性のアセスメン
ト･プログラムを実施し、確か
なキャリア形成を目指せるよ
う指導を行っていく。 

 

４ 
地域等との
協働 

○1地域の教育力や外
部の人材を活用し
た教育活動を推進
する。 

 
 
 
○2共生社会の実現に
向け、インクルー
シブ教育をすすめ
る。 

 

○1高大（高専）連携を
はじめ、外部講師の
支援により、キャリ
ア教育のよりいっそ
うの充実を図る。 

 
 
○2三ツ境支援学校分教
室生徒との学校行事
や部活動において、
生徒会等を主体とし
た交流活動を通じて
インクルーシブ教育
を推進する。 

 

○1大学はじめ外部機関や
地域等から講師を招聘
し、生徒の興味・関心
が広がるような取組を
行い、高校卒業後の進
路開拓に繋げる。 

 
○2対面式、体育祭、文化
祭、部活動等におい
て、生徒主体で交流す
る機会を増やす。 

○1生徒のキャリア形成
に繋がる取組が十分
できたか。（担当者
による評価） 

 
 
 
○2生徒会の生徒が、三
ツ境支援学校分教室
との交流の機会が増
えたことで協働する
意識が向上したか。
(担当者による評価、
生徒対象アンケート) 

○1外部機関や地域から多くの
講師を招き、生徒のキャリ
ア啓発に繋がる講演・授業
等を提供した。 

 
 
 
②体育祭を分教室と協同開催
することができ、アンケー
トでも協同開催を肯定的に
考える生徒が多かった。他
の行事での交流も併せて、
協働する意識向上につなが
っていると考えられる。 

○1外部講師ばかりに頼
るのではなく、夢ナ
ビ講義動画等を積極
的に視聴することに
よって、自らの興
味・関心を高める。 

 
②各行事での交流を深
めていくとともに、
部活動での交流が３
つと少ないため、増
やしていきたい。 

○1 学校と地域の強い
つながりは、慢性
的な教員不足の解
消にもつながる。 

○2 インクルーシブ教
育は非常に素晴ら
しい取組である。
現在の取組を継続
してほしい。ま
た、障がい者との
共生だけでなく多
文化共生について
も積極的に取り組
む必要がある。 

①高大（高専）連携では、充
実した取組が進む一方、連
携そのものが形骸化してし
まっているケースもある。
今後、連携の在り方につい
ても検討していきたい。 

○2体育祭での分教室との協同
開催は、今年度の大きな成
果であったと考える。分教
室からは、体育祭の中での
生徒同士の交流が、もっと
あればよかったとの意見も
あった。次年度はさらに交
流を深め、他者理解に繋げ
ていきたい。 

①外部機関、地域のみならず、
夢ナビ講義動画などを活用す
ることで、様々な分野で活躍
する方から多くのことを学ば
せたい。 

 
②体育祭において、分教室との
協同開催をより充実させるた
め、生徒同士の交流がより深
まるように運営方法を工夫す
る。 

 多文化共生についても、何か
取り組めるものがないか模索
していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○1学校施設の整備、
美化活動の推進等
を通じて、優れた
教育環境と防災体
制を構築する。  

 
○2本校の教育活動を
積極的に発信し、
学校の魅力をＰＲ
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○3教職員の働き方を
見直し、教職員自
身のウェルビーイ
ングを高める。 

○1美化意識と防災意識
を高め、実際の場面
で行動できるように
する。 

 
 
○2学校説明会などの広
報活動において、職
員だけでなくボラン
ティア生徒と協力し
学校全体で学校の魅
力をＰＲする。 

○2学校 HP をとおして、
多くの中学生に本校
の魅力を発信する。 

 
 
 
 
 
 
○3時間外勤務の削減を
実現させ、休暇取得
率を向上させること
で、ゆとりをもって
教員が生徒と向き合
う時間を確保する。 

 
 
 

○1清掃活動と防災訓練の
意義を考え、衛生的な
教育環境と安心安全な
防災体制を構築する。 

 
 
○2年度当初にすべての年
次でボランティア生徒
の募集を行い、学校の
魅力を適切に伝えてい
けるよう指導する。 

 
○2学校 HPに学校案内や広
報資料を掲載し、学校
行事や部活動などを随
時更新して、分かりや
すく新しい情報を提供
する。 

 
 
 
○3電話の(時間外)音声応
答機能や欠席等連絡シ
ステムの導入により時
間外勤務を削減する。 

○3 衛生委員会を活用し
て、時間外勤務及び休
暇取得状況を把握し
て、職員に啓発する。 

○1衛生的な教育環境と
安心安全な防災体制
が構築できたか。
（担当者による評
価） 

 
○2学校の魅力を伝える
ことができ、参加者
の期待・要望に答え
られたか。（担当者
による評価、参加者
アンケート） 

○2学校 HP で、学校案内
を掲載し、学校行事
や部活動などの状況
を随時掲載(更新)し
て、常に新しい情報
を提供することがで
きたか。（担当者に
よる評価） 

 
○3昨年度よりも時間外
勤務の平均が減少し
たか。また、休暇の
取得日数は増えた
か。（担当者による
評価） 

①ゴミの分別と危険個所の把
握に重点をおいて指導し、
衛生的な教育環境と安心安
全な防災体制を構築する態
度を育成した。 

 
②職員だけでなく生徒ボラン
ティアスタッフや部活動生
徒の活躍もあり、学校説明
会等での参加者アンケート
では好評を得た。 

 広報活動として、学校行事
や部活動等の実績をＨＰに
掲載した。また、今年から
指定された人権教育の取組
も公開することで、常に最
新の学校情報を提供するこ
とができた。 

 
 
 
③毎回衛生委員会で時間外勤
務の状況を共有した。今年
度は、時間外勤務の平均が
昨年度の 30時間から 24時
間と減少した。 

①生徒間で情報を共有
し、衛生・防災意識
を高める指導を行
い、体制を構築す
る。 

 
②ボランティア生徒の
募集も継続して行
い、上級生が下級生
に引き継いでいける
ように指導する。部
活動等の生徒にも顧
問を通じて協力を依
頼し、さらに学校の
魅力を伝えられるよ
う取り組む。 

 学校ＨＰでは、引き
続き最新の情報を提
供することで、学校
の魅力を伝える。 

 
③時間外勤務について
は最大 80 時間程度か
ら０時間まで個人差
がある。その幅を減
らして時間外勤務の
平均を減少すること
を衛生委員会で検討
する必要がある。 

○1 衛生・防災意識の
向上に引き続き取
り組んでほしい。 

 
○2 学校の広報誌につ
いては保護者向け
という印象がある
が、中学生やその
保護者向けに学校
生活の中での一生
徒の成長やストー
リー、心の変容が
分かるような内容
が効果的である。 

 
○3 教員の時間外勤務
については、減少
がみられる結果に
はなっているが、
表面上の減少では
意味がないため、
持ち帰りの業務な
ども含めた教員の
時間外勤務の減少
に取り組む必要が
ある。 

○1生徒個人の衛生・防災意識
が徐々に向上していると思
われるが、情報共有して学
校集団としての共通の意識
向上を図っていく。 

 
○2 ＨＰの更新や広報誌の作
成、学校外での説明会など
を通じて、広く学校の魅力
を伝えることができたと考
えるが、もっと中学生が魅
力に感じるような学校紹介
を検討していく必要があ
る。 
学校行事や授業風景な
ど、高校生活の実情がリ
アルに伝わる説明を心が
けていく。 

○3時間外勤務の月平均は18～
30時間で、概ね昨年度より
も減少した。持ち帰り業務
や勤務時間管理システムに
記録されていない時間外勤
務の把握と減少が課題であ
る。 

➀日常の清掃活動、地域貢献で
ある通学路清掃、危険箇所の
情報共有であるＤＩＧ実習等
をとおして学校集団としての
衛生・防災意識の向上を図
る。 

②学校説明会などで学校紹介ム
ービーを公開して学校の雰囲
気が分かり好評であった。体
育祭や文化祭など、中学生に
とって魅力に感じる活動を紹
介しながら、授業や進路活動
などを盛り込んだ紹介ができ
るよう工夫する。 

 
 
 
 
○3勤務時間管理システムの活用
により正確な時間外勤務時間
を把握し、衛生委員会を中心
に時間外勤務の減少に取り組
む。 

 


